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特集 ・五月病― 環境の変化への支援―

っ
た
の
で
あ
る
。

五

「内
的
環
境
の
変
化
」
に
直
面
す
る
学
生
た
ち

へ
の
支
援
に
向

け
て

も
ち

ろ
ん

「
五
月
病
」
を
呈
す
る
学
生
の
多
く
は
、
「外
的
環
境

の
変
化
」
に
よ
る

一
過
性
の
ス
ト
レ
ス
反
応
か
も
し
れ
な

い
。
投
薬

等
に
よ
り
不
安
や
抑
う

つ
を
軽
減
す
る
こ
と
で
、
日
常
生
活
に
復
帰

し
て
い
く
例
も
あ
る
。
し
か
し
、
中
に
は
こ
こ
で
取
り
上
げ
た
事
例

の
よ
う

に
人
生
の
課
題
や
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
と
い
っ
た
、
い
わ
ゆ

る

「内
的
環
境
の
変
化
」
と
深
く
結
び
つ
い
た
ケ
ー
ス
も
存
在
す
る
。

そ
の
よ
う
な
視
点
を
も

っ
て
学
生
を
み
る
な
ら
ば
、
「五
月
病
」
に

よ

っ
て
登
校
困
難
に
な

っ
て
い
る
学
生
も
ま
た
人
生
の
分
岐
点
に
立

っ
て
い
る
の
で
あ
り
、
自
己
を
真
摯
に
見

つ
め
直
す
た
め
格
闘
し
て

い
る
の
だ
と
、
肯
定
的
に
捉
え
な
お
す
こ
と
が
で
き
る
か
も
し
れ
な

い
。
そ
う
す
れ
ば
、
教
職
員
が
不
登
校
気
味
の
学
生
に
声
を
か
け
る

と
き
も
、
そ
の
口
調
は
自
ず
と
援
助
的
な
も
の
と
な
る
だ
ろ
う
。

ま
た
、
こ
の
事
例
で
は
結
果
的
に
大
学
を
退
学
し
て
進
路
変
更
を

し
て
い
く
こ
と
に
な

っ
た
。
こ
れ
は
大
学
側
か
ら
み
れ
ば
、
卒
業
さ

せ
る
こ
と
が
で
き
な
か

っ
た

「失
敗
例
」
と
捉
え
ら
れ
る
か
も
し
れ

な
い
。

一
般
に
大
学
に
期
待
さ
れ
て
い
る
役
割
と
は
、
知
的
環
境
の

中
で
専
門
的
知
識
と
経
験
を
身
に
つ
け
、
無
事

一
人
前
の
社
会
人
と

し
て
社
会
に
送
り
出
し
て
い
く
こ
と
で
あ
る
。

し
か
し
現
実
に
は
、

自
分
が
ど
の
よ
う
な
専
門
知
識
を
学
び
た
い
の
か
す
ら
漠
然
と
し
た

ま
ま
、
大
学
に
辿
り
着

い
て
し
ま

っ
た
と

い
う
学
生
は
確
か
に
存
在

す
る
し
、
高
校
か
ら
は

「と
り
あ
え
ず
行
け
る
大
学
に
入
っ
て
か
ら

自
分
の
道
を
考
え
ろ
」
と
送
り
出
さ
れ
て
く
る
学
生
も

い
る
の
で
あ

る
。
大
学
全
入
の
時
代
を
控
え
、
学
生
層
は
今
後
ま
す
ま
す
多
様
化

し
て
い
く
様
相
を
示
し
て
い
る
中
、
我
々
は
こ
う
し
た
学
生
た
ち
に

い
か
な
る
教
育
を
用
意
で
き
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

●
資
料
●

個
人
情
報
保
護
法
制
の
ポ
イ
ン
ト

日
本
学
生
支
援
機
構
政
策
企
画
部

は
じ
め
に

本
年

四
月
よ
り
個
人
情
報
保
護
に
関
す
る
法
律
が
全
面
施
行
さ
れ

ま
し
た
。
日
本
学
生
支
援
機
構

(以
下

「機
構
」
と
い
う
。
)
に
お

い
て
も
昨
年
よ
り
準
備
を
進
め
て
き
て
い
ま
す
。
本
機
構
の
業
務
は
、

学
資
金
貸
与
事
業
、
留
学
生
事
業
な
ど
を
中
心
に
学
校
と
の
連
携
を

図
り
な
が
ら
処
理
し
て
い
く
も
の
が
多

い
の
が
特
徴
で
す
。
こ
の
た

め
、
個
人
情
報
保
護
に
つ
い
て
も
、
機
構
関
係
者
と
学
校
関
係
者
が
、

個
人
情
報
保
護
法
制
に
つ
い
て
理
解
を
共
有
し
て
お
く
こ
と
が
必
要

で
す
。

そ
こ
で
、
本
稿
で
は
、
個
人
情
報
保
護
法
制
が
当
機
構
の
業
務
に

と

っ
て
ど
の
よ
う
な
意
味
を
持

つ
の
か
に
つ
い
て
解
説
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

一

個
人
情
報
保
護
法
制
の
概
要

(
一
)
法
律
の
構
成

個
人
情
報
法
保
護
法
と

一
口
に
言

い
ま
す
が
、
関
係
法
律
は
五
本

あ
り
ま
す
。
そ
の
う
ち
、
私
た
ち
が
特
に
留
意
し
て
お
く
必
要
が
あ

る
も
の
は
、
「個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
法
律
」

(個
人
情
報
保
護

法
)、
各
省
庁
等
の
国
の
行
政
機
関
を
対
象
と

す
る

「行
政
機
関
の

保
有
す
る
個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
法
律
」

(行
政
機
関
個
人
情

報
保
護
法
)、
独
立
行
政
法
人
や
国
立
大
学
法

人
な
ど
を
対
象
と
す

る

「独
立
行
政
法
人
等
の
保
有
す
る
個
人
情
報

の
保
護
に
関
す
る
法

律
」

(独
立
行
政
法
人
等
個
人
情
報
保
護
法
)
の
三
つ
の
法
律
で
す
。

こ
の
よ
う
に
、
国
の
行
政
機
関
や
独
立
行
政
法
人

・
国
立
大
学
法

人
を
対
象
と
す
る
法
律
は
明
ら
か
な
の
で
す
が
、
で
は
、
私
立
学
校
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を
含
む
民
間
の
事
業
者
や
公
立
学
校
は
ど
の
法
律
で
律
せ
ら
れ
て
い

る
の
で
し
ょ
う
か
。
実
は
、
最
初
に
掲
げ
た
個
人
情
報
保
護
法
は
、

第

一
章
か
ら
第
三
章
で
国
や
地
方
公
共
団
体
の
責
務

・
施
策
な
ど
に

つ
い
て
規
定
す
る

一
方
、
第
四
章
か
ら
第
六
章
で
民
間
の
事
業
者
を

対
象
と
す
る
規
程
を
置
い
て
い
ま
す
。
な
お
、
こ
の
第

一
章
か
ら
第

三
章
が
あ
る
お
か
げ
で
、
こ
の
法
律
は

「基
本
法
」
と
い
う
呼
ば
れ

方
を
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
地
方
公
共
団
体
に
つ
い
て
は
、
基
本
法

に
お
い
て

「地
方
公
共
団
体
は
…
そ
の
保
有
す
る
個
人
情
報
の
適
正

な
取
扱

い
が
確
保
さ
れ
る
よ
う
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
こ
と
に
努
め

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
」
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
を
受
け
て
、
条

例
が
制
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

公
立
学
校
に
つ
い
て
は
、
各
地
方
公
共
団
体
の
条
例
が
適
用
さ
れ

ま
す
。
以
下
で
は
、
機
構
な
ど
独
立
行
政
法
人
及
び
国
立
大
学
法
人

等
に
適
用
さ
れ
る
独
立
行
政
法
人
等
個
人
情
報
保
護
法
に
即
し
て
解

説
し
た

い
と
思
い
ま
す
。
な
お
、
必
要
に
応
じ
て
、
私
立
学
校
に
適

用
さ
れ
る
基
本
法
の
規
定
に
も
言
及
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

(
二
)
法

律
の
基
本
的
な
考
え
方

個
人
情
報
保
護
に
関
す
る
法
制
は
、
大
き
く
分
け
て
二
つ
の
目
的

を
実
現
す
る
た
め
の
も
の
で
あ
る
と
言
え
ま
す
。

第

一
の
目
的
は
、
個
人
情
報
に
つ
い
て
当
該
本
人
の
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
が
及
ぶ
よ
う
に
仕
組
み
を
整
え
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
こ
の
度
の

法
律
施
行
で
実
現
し
た
仕
組
み
を
簡
単
に
ま
と
め
る
と
次
の
と
お
り

で
す
。

ま
ず
、
自
分
の
情
報
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
た
め
に
は
、
誰
が
何

の
目
的
の
た
め
に
個
人
情
報
を
持

っ
て
い
る
か
が
当
該
本
人
に
分
か

る
よ
う
に
す
る
こ
と
が
前
提
条
件
と
な
り
ま
す
。
こ
の
た
め
、
次
の

よ
う
な
措
置
が
講
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。

①

【利
用
目
的
の
明
示
】

独
立
行
政
法
人
等
に
対
し
て
、
利
用
目
的
を
当
該
本
人
が
知
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
を
義
務
付
け
る
。
特
に
、
直
接
書
面

(電
磁
的
記
録
を
含
む
。
)
に
記
録
さ
れ
た
個
人
情
報
を
取
得
す
る
場

合
に
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
本
人
に
対
し
て
利
用
目
的
を
明
示
す
る
こ

と
を
義
務
付
け
る
。

②

【個
人
情
報

フ
ァ
イ
ル
簿

の
作
成

・
公
表
】

独
立
行
政
法
人
等

に
対
し
て
、
電
子
計
算
機
又
は
マ
ニ
ュ
ア
ル

(帳
票
等
)
で
検
索
可
能
な
よ
う
に
体
系
的
に
構
成
さ
れ
た
個
人
情

報
の
集
合
体
で
あ
る
個
人
情
報

フ
ァ
イ
ル
に
つ
い
て
、
利
用
目
的
、

記
録
さ
れ
て
い
る
項
目
な
ど
を
記
載
し
た
帳
簿
を
公
表
す
る
こ
と
を

義
務
付
け
る
。
(但
し
、
政
令
で
本
人
の
数
が

一
〇
〇
〇
件
以
上
の

も
の
に
限
定
)

ま
た
、
民
間
の
事
業
者
に
つ
い
て
も
、
個
人
情
報
の
集
合
体
で
あ

る

「保
有
個
人
デ
ー
タ
」
に
関
し
、
利
用
目
的
な
ど
を
本
人
が
知
り

得
る
状
態
に
置
く
こ
と
を
義
務
付
け
る
。

次
に
大
切
な
こ
と
は
、
本
人
が
自
分
に
関
す
る
情
報
を
自
分
の
目

で
確
か
め
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
で
す
。

③

【開
示
】

独
立
行
政
法
人
等
に
対
し
て
、
当
該
本
人
か
ら
の
請
求
に
応
じ
て

「保
有
個
人
情
報
」
等
を
開
示
す
る
こ
と
を
義
務
付
け
る
。

さ
ら
に
、
自
分
で
確
か
め
た
情
報
が
誤

っ
て
い
る
こ
と
を
確
認
し

た
場
合
に
は
そ
れ
が
訂
正
さ
れ
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

④

【訂

正
】

独
立
行
政
法
人
等
に
対
し
て
、
当
該
本
人
か
ら
、
開
示
し
た

「保

有
個
人
情
報
」
に
関
し
て
事
実
で
な
い
た
め
に
訂
正
等
を
求
め
ら
れ

た
場
合
に
は
、
こ
れ
を
訂
正
等
す
る
こ
と
を
義
務
付
け
る
。

ま
た
、
「保
有
個
人
情
報
」
が
法
律

に
違
反
し
て
、
利
用

・
取

得

・
提
供
さ
れ
て
い
る
場
合
に
は
、
利
用

・
提
供
の
停
止
な
ど
の
措

置
が
講
じ
ら
れ
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

⑤

【利

用

・
提
供

の
停
止
】

独
立
行
政
法
人
等
に
対
し
、
法
律
の
関
係
規
定
に
違
反
し
て
い
る

こ
と
を
理
由
に
当
該
本
人
か
ら
請
求
さ
れ
た
場
合
に
は
、
利
用
や
提

供
な
ど
を
停
止
す
る
こ
と
を
義
務
付
け
る
。

な
お
、
開
示

・
訂
正

・
利
用
停
止
等
に
関
す
る
決
定
に
つ
い
て
は
、

請
求
者
は
行
政
不
服
審
査
法
に
基
づ
く
異
議
申
立
て
を
行
う
こ
と
が

で
き
る
こ
と
と
な

っ
て
い
ま
す
。

個
人
情
報
保
護
法
制
の
第
二
の
目
的
は
、
個
人
情
報
を
漏
え

い
な

ど
か
ら
守
る
こ
と
、
す
な
わ
ち
、
文
字
通
り
保
護
す
る
こ
と
で
す
。

こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
法
律
に
よ

っ
て
独
立
行
政
法
人
等
に
対
し

て
、
必
要
な
措
置
を
講
じ
る
義
務
を
課
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
特
に

大
量
の
個
人
情
報
の
処
理
に
お
い
て
活
用
さ
れ
る
こ
と
が
多

い
委
託

業
者
の
義
務
等
も
法
律
で
規
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

具
体
的
な
安
全
管
理

・
安
全
確
保
の
措
置
は

コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
の
セ

キ

ュ
リ
テ
ィ
を
高
め
る
た
め
の
技
術
的
措
置
、

コ
ン
ピ

ュ
ー
タ

・
記

録
媒
体
の
保
管
管
理
や
施
錠
な
ど
の
物
理
的
管

理
、
組
織
内
の
体
制

整
備
な
ど
多
岐
に
わ
た
り
、
か
つ
、
業
種
、
業
務
内
容
に
応
じ
て
多

様
で
あ
る
た
め
、
そ
の
詳
細
な
内
容
が
法
律
に
規
定
さ
れ
て
い
る
わ

け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
具
体
的
な
措
置
は
、
政
府
が
策
定
す
る
指
針

を
参
考
に
講
じ
ら
れ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
指
針
は
、
独
立
行

政
法
人
の
場
合
に
は
総
務
省
が
策
定
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
民
間
の

事
業
者
の
場
合
に
は
、
分
野
ご
と
に
主
務
大
臣
が
策
定
し
て
い
ま
す
。
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例
え
ば
学
校
に
つ
い
て
は
文
部
科
学
大
臣
が
、
ま
た
、
経
済
産
業

分
野
に

つ
い
て
は
経
済
産
業
大
臣
が
定
め
て
公
表
し
て
い
ま
す
。
機

構
に
お

い
て
も
、
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

・
レ
ベ
ル
の
向

上
、
シ
ス
テ
ム
関
係
の
事
務
室

へ
の
入
退
室
の
厳
格
な
チ

ェ
ッ
ク
、

パ
ス
ワ
ー
ド
管
理
の
徹
底
、
委
託

・
派
遣
契
約
の
見
直
し
、
教
育
研

修
の
実
施
、
ポ
ス
タ
ー
に
よ
る
啓
発
な
ど
を
始
め
、
広
範
な
安
全
管

理
措
置
を
講
じ
て
い
ま
す
。

三

法
律

の
ポ
イ
ン
ト

(
一
)
対
象
と
な
る
情
報

対
象
と
な
る
情
報
は
、
生
存
す
る
個
人
に
関
す
る
情
報
で
あ
り
死

者
に
関
す
る
情
報
は
含
ま
れ
ま
せ
ん
。
こ
の
こ
と
は
、
こ
の
度
の
法

制
が
個
人
情
報
に
つ
い
て
当
該
本
人
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
及
ぶ
よ
う

に
す
る
こ
と
を
目
標
に
し
て
い
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
当
然
の
こ
と

と
い
え
ま
す
。

で
は
、
具
体
的
に
は
ど
の
よ
う
な
情
報
で
し
ょ
う
か
。
こ
の
点
に

つ
い
て
は
、
大
変
広
く
捉
え
ら
れ
て
い
る
と
考
え
て
よ
い
で
し
ょ
う
。

す
な
わ
ち
、
氏
名
と
生
年
月
日
、
職
業
、
住
所
、
電
話
番
号
な
ど
が

同
時
に
提
示
さ
れ
る
情
報
は
個
人
情
報
で
す
。
氏
名
が
推
測
で
き
る

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
な
ど
も
、
個
人
名
と
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
が
結
び
つ

い
て
い
る
た
め
、
対
象
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
個
人
の
行
動
に
関
す
る
情
報
も
含
ま
れ
る
の
で
、
例
え
ば

あ
る
会
議

へ
の
出
席
を
申
し
込
ん
だ
と

い
っ
た
事

実
も
対
象
と
な
り

ま
す
。
印
影
や
絵
画
な
ど
の
作
品
も
含
ま
れ
ま
す
。

ま
た
、
対
象
と
な
る
個
人
情
報
を
存
在
形
態

の
面
か
ら
み
る
と
、

コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
処
理
さ
れ
て
検
索
可
能
に
な

っ
て
い
る
よ
う
な
も
の

だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
例
え
ば
、
職
員
が
電
話

で
個
人
か
ら
聞
き

取

っ
て
作
成
し
た
メ
モ
、
他
の
機
関
や
個
人
か
ら
送
ら
れ
て
き
た
手

紙
、
報
告
書
な
ど
の
散
在
情
報
も
対
象
と
な
り
ま
す
。
た
だ
、
そ
の

存
在
形
態
に
よ

っ
て
、
法
律
で
要
請
さ
れ
る
措
置

の
内
容
が
変
わ
っ

て
き
ま
す
。
電
子
媒
体
上
に
大
量
の
個
人
情
報

が
記
録
さ
れ
て
い
る

場
合
と

一
個
人
に
関
す
る
報
告
書
の
場
合
で
は
、
影
響
度
が
大
き
く

異
な
る
か
ら
で
す
。
行
政
機
関

・
独
立
行
政
法
人
等
と
民
間
の
事
業

者
の
間
で
も
、
公
益
性

・
公
共
性
の
観
点
か
ら
法
律
に
規
定
さ
れ
て

い
る
措
置
の
内
容
に
異
同
が
あ
り
ま
す
。

(二
)
「保
有
個
人
情
報
」
に
関
す
る
措
置

独
立
行
政
法
人
等
個
人
情
報
保
護
法
に
お
い
て
は
、
「保
有
個
人
情

報
」
と
い
う
概
念
を
導
入
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
役
職
員
が
職
務

上
作
成
し
、
又
は
取
得
し
た
個
人
情
報
で
あ

っ
て
組
織
的
に
利
用
す

る
も
の
と
し
て
保
有
し
て
い
る
も
の
で
す
。
こ

の
中
に
は
、
コ
ン
ビ

ユ
ー
タ
処
理
さ
れ
た
も
の
以
外
に
手
紙
や
報
告
書
の
よ
う
な
散
在
情

報
も
含
ま
れ
ま
す
。
組
織
的
に
利
用
す
る
か
個
々
の
職
員
の
個
人
的

使
用
に
と
ど
ま
る
か
は
個
別
に
判
断
す
る
し
か
あ
り
ま
せ
ん
が
、
起

案
文
書

に
添
付
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
も
の
は
、
形
式
的
に
も
組
織
的

に
利
用
す
る
こ
と
が
意
思
表
示
さ
れ
て
い
る
も
の
と
考

え
ら
れ
ま
す
。

「保
有
個
人
情
報
」
に
つ
い
て
は
、
法
律
で
次
の
よ
う
な
措
置
が
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

①
ま
ず

、
事
実
と
合
致
す
る
よ
う
に
正
確
性
の
確
保
に
努
め
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

②
次
に
漏
え
い
、
滅
失

・
き
損
の
防
止
等
に
必
要
な
措
置
を
講
じ
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
注
意
が
必
要
な
こ
と
は
、
独
立
行
政
法
人

等

の
場
合
、
そ
の
業
務
の
公
益
性

・
公
共
性
が
高

い
こ
と
か
ら
、

独
立
行
政
法
人
等
か
ら
委
託
を
受
け
た
受
託
業
者
も
安
全
確
保
措

置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
旨
規
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
す
。

民
間

の
事
業
者
の
場
合
に
は
、
基
本
法
に
よ
っ
て
、
当
該
事
業
者

が
委
託
先
を
適
切
に
監
督
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

③
第
三
に
目
的
外
で
の
利
用

・
提
供
が
原
則
と
し
て
禁
止
さ
れ
て
い

ま
す
。
目
的
内
で
委
託
先
に

「保
有
個
人
情
報
」
を
提
供
し
た
り
、

学
校
と
共
同
で
利
用
す
る
た
め
に
提
供
す
る
こ
と
は
問
題
あ
り
ま

せ
ん
。

ま

た
、
法
律
の
適
用
除
外
規
定
に
よ
り
、
法
令
に
基
づ
い
て
第

三
者
に
提
供
す
る
場
合
、
当
該
独
立
行
政
法
人
等
が
法
令
の
定
め

る
業
務
遂
行
の
限
度
内
で
利
用
す
る
場
合
や
、
統
計
の
作
成

・
学

術
研
究
目
的
の
た
め
に
第
三
者
に
提
供
す
る
と
き
は
問
題
あ
り
ま

せ
ん
。
ま
た
、
叙
勲

の
推
薦
の
よ
う
に
明
ら
か
に
本
人
の
利
益
に

な
る
と
き
も
第
三
者
に
提
供
で
き
ま
す
。

な
お
、
基
本
法
に
お
い
て
は
、
利
用
目
的
内
か
ど
う
か
に
か
か

わ
ら
ず
、
民
間
の
事
業
者
が
本
人
の
同
意
を
得
な
い
で
第
三
者

へ

提
供
す
る
こ
と
を
原
則
と
し
て
禁
止
し
た
う
え
で
、
委
託
先
や
個

人
デ
ー
タ
を
共
同
で
利
用
す
る
者

(
一
定
の
要
件
を
満
た
す
場
合
)

は
第
三
者
に
該
当
し
な
い
旨
規
定
し
て
い
ま
す
。

以
上
か
ら
、
例
え
ば
、
大
学
が
機
構
に
奨
学
生
に
関
す
る
個
人

情
報
を
提
供
す
る
こ
と
は
業
務
目
的
の
範
囲
内
で
あ
る
限
り
問
題

な

い
こ
と
に
な
り
ま
す
。

④
さ
ら
に

「保
有
個
人
情
報
」
に
つ
い
て
は
、
先
に
述
べ
た
開
示
、

訂
正
、
利
用

・
提
供
停
止
な
ど
の
規
定
が
適
用
さ
れ
る
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
。

(
三
)
「個
人
情
報
」
に
関
す
る
措
置

独
立
行
政
法
人
等
個
人
情
報
保
護
法

で
は
、

「保
有
個
人
情
報
」

を
包
含
す
る
や
や
広

い
概
念
と
し
て

「個
人
情
報
」
を
規
定
し
て
い

ま
す
。
こ
れ
は
、
「保
有
個
人
情
報
」
以
外
に
組
織
的
に
は
利
用
さ
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れ
な
い
個
人
的
メ
モ
な
ど
を
含
む
も
の
で
す
。

こ
れ
に
つ
い
て
は
、
①
利
用
目
的
の
特
定
や
不
必
要
な
保
有
の
禁

止
、
②
本
人
か
ら
直
接
書
面

(電
磁
的
記
録
を
含
む
)
で
取
得
す
る
場

合
の
利
用
目
的
の
明
示
、
③
不
正
の
手
段
に
よ
る
取
得
の
禁
止

(適

正
な
取
得
)
な
ど
を
規
定
し
て
い
ま
す
。
個
人
的
な
メ
モ
な
ど
を
含

む
こ
と
か
ら
、
そ
の
影
響
度
も
限
定
的
で
あ
り
、
「保
有
個
人
情
報
」

の
よ
う
な
開
示

・
訂
正
請
求
な
ど
の
対
象
に
は
な
り
ま
せ
ん
。
な
お
、

利
用
目
的
の
明
示
に
関
し
て
は
、
取
得
の
状
況
か
ら
み
て
利
用
目
的

が
明
ら
か
な
場
合
は
必
要
な
い
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

各
種
奨
学
金
の
申
請
な
ど
に
係
る
書
類
に
関
し
て
は
、
利
用
目
的

が
明
ら
か
で
あ
る
の
で
、
法
律
上
の
要
請
と
し
て
は
直
ち
に
利
用
目

的
を
明
示
す
る
必
要
は
な
い
と
考
え
ら
れ
ま
す
が
、
機
構
で
は
法
の

精
神
を
踏
ま
え
て
、
利
用
目
的
等
に
つ
い
て
で
き
る
限
り
説
明
書
類

に
記
入
す
る
よ
う
に
留
意
し
て
い
ま
す
。

(
四
)
役
職
員
等

の
義
務
と
罰
則

個
人
的
な
メ
モ
を
含
む

「個
人
情
報
」
に
つ
い
て
、
独
立
行
政
法
人

等
個
人
情
報
保
護
法
は
、
直
接
役
職
員
の
義
務
を
定
め
て
い
ま
す
。

す
な
わ
ち
、
そ
の
内
容
を
み
だ
り
に
他
人
に
知
ら
せ
、
不
当
な
目
的

に
利
用
し
て
は
な
ら
な
い
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
こ
の
規
定
は
、
退

職
者
や
受
託
業
務
に
従
事
し
て
い
る
者
あ
る
い
は
従
事
し
て
い
た
者

に
も
適
用
さ
れ
ま
す
。
こ
の
規
定
違
反
の
場
合

の
罰
則
は
こ
の
法
律

に
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
機
構
や
国
立
大
学
の
役
職
員
に
つ
い

て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
設
置
法
の
守
秘
義
務
規
定
が
適
用
さ
れ
、
違
反

の
場
合
に
は

一
年
以
下
の
懲
役
又
は
五
〇
万
円
以
下
の
罰
金
と
い
う

罰
則
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
受
託
業
者
の
従
業
員
等
に
つ
い
て
は
、
場

合
に
よ

っ
て
損
害
賠
償
請
求
の
対
象
に
な
る
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
機
構
や
国
立
大
学

の
役
職
員
が

「保
有
個
人
情
報
」
を
自

己
又
は
第
三
者
の
不
正
な
利
益
を
図
る
目
的
で
提
供

・
盗
用
し
た
場

合
に
は

一
年
以
下
の
懲
役
又
は
五
〇
万
円
以
下
の
罰
金
が
課
せ
ら
れ

る
こ
と
と
な

っ
て
い
ま
す
。
こ
の
場
合
、
上
記
と
同
様
に
受
託
業
務

関
係
者
に
つ
い
て
も
こ
の
罰
則
が
適
用
さ
れ
る
こ
と
に
留
意
が
必
要

で
す
。

さ
ら
に
、
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
処
理
さ
れ
、
検
索
可
能
な

「個
人
情
報

フ
ァ
イ
ル
」
を
正
当
な
理
由
な
く
提
供
し
た
場
合
に
は
、
容
易
に
被

害
が
拡
大
す
る
可
能
性
が
あ
る
た
め
、
二
年
以

下
の
懲
役
又
は

一
〇

〇
万
円
以
下
の
罰
金
と
な

っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
役
職
員
が
職
権
を

濫
用
し
て
個
人
の
秘
密
が
記
録
さ
れ
た
文
書
等
を
収
集
し
た
と
き
も

一
年
以
下
の
懲
役
又
は
五
〇
万
円
以
下
の
罰
金
が
課
さ
れ
ま
す
。

基
本
法
で
は
、
直
接
、
民
間
の
事
業
者
の
従
事
者
を
罰
す
る
規
定

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
損
害
賠
償
な
ど
の
か
た
ち

で
個
人
の
責
任
が
問

わ
れ
る
こ
と
に
な
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

◆

海

外

留

学

フ

エ

ア

本

機
構

で
は
、
今
年

も
神

戸

・
東

京

で
、
海
外
留

学
希

望
者

の
た
め

の
イ

ベ
ン
ト

「海
外
留
学

フ
ェ
ア
」

を
開
催
し
ま
す
。

海
外
留

学

フ

ェ
ア
で
は
、
各
国

・
地
域

の
大
使

館

・
文
化

担
当
機
関

、

試
験

実
施
機

関
、
各

国

へ
の
留

学

経
験
者

と
、
本

機
構
留

学
情
報

セ

ン

タ
ー
の
相
談
員

が
、
海
外
留

学
情
報

の
提
供

・
相
談
等
を
行

い
ま
す
。

海
外
留

学
情
報
を

、
国
別

ブ
ー

ス
会
場

(個

別
相
談

)
・
セ
ミ

ナ
ー
会

場

・
留

学
体
験
談

コ
ー
ナ

ー

(個

別
相
談
)
・
資

料
閲
覧
室

/
ビ

デ
オ

コ

ー
ナ
ー
を

設
置

し
提

供
し
ま
す
。
ど
う
ぞ
ご
参
加

く
だ
さ

い
。

主
催
：

独
立
行

政
法

人

日
本
学
生
支
援
機
構

〈
会
場

・
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル

・
出
展
内
容

〉

【神

戸
】

日
時
：

二
〇
〇
五
年
六
月

四
日

(土
)

一
〇
：

○
○
～

一
七
：

○
○

会

場
：

兵
庫
国
際
交
流
会
館
多

目
的

ホ
ー
ル

交

通
：

J
R

「灘
駅
」
徒
歩

五
分
、

阪
神

本
線

「
岩
屋
駅
」
徒
歩

二
分

*
本
年
は
、
東
京
会
場
と
同
様

、

一
日
開
催

と

い
た
し
ま
す
。

出
展
ま

た
は
資

料
が
あ

る
国

・
地
域
：
*
ア
イ

ル
ラ

ン
ド

、

ア
メ
リ
カ
、

イ

ギ
リ
ス
、
イ

ン
ド
ネ

シ

ア
、
イ

タ
リ
ア
、
オ

ー
ス
ト

ラ
リ

ア
、

カ
ナ
ダ
、
韓
国
、
*
ス
イ

ス
、
*
タ
イ

、
*
ド
イ

ツ
、

ニ
ュ
ー
ジ

ー

ラ
ン
ド

、

フ
ィ

ン
ラ

ン
ド
、

フ
ラ
ン
ス

試

験
情
報
：

D
E
L
F
/

D
A
L
F

(
*フ
ラ
ン
ス
)
、

H
S
K

(中
国
)
、

T
O

E
F
L

(ア
メ
リ
カ
)

留

学
以
外

の
渡
航
情
報
：

ワ
ー
キ

ン
グ
ホ

リ
デ
ー
、
*
海
外

安
全

【東
京
】

日
時
：

二
〇
〇
五
年

六
月

一
八
日

(土
)

一
〇
：

○
○
～

一
七
：

○
○

会
場
：

国
際
研
究
交

流
大

学
村
東
京
国
際
交
流
館

プ
ラ
ザ
平
成

交
通
：

ゆ
り

か
も
め

「船

の
科
学

館
駅
」
徒

歩

五
分

、
り

ん
か

い
線

「
東

京

テ
レ
ポ
ー
ト
駅
」
徒
歩

一
五
分

出

展
ま

た
は
資

料

が
あ

る

国

・
地
域
：

ア
イ

ル

ラ
ン
ド

、

ア
メ

リ
カ
、

イ
ギ

リ

ス
、
イ

タ

リ
ア
、
イ

ン
ド
、

イ

ン
ド
ネ

シ
ア
、

オ
ー

ス

ト
ラ
リ

ア
、
オ
ラ

ン
ダ
、
カ
ナ
ダ
、

ス
イ

ス
、
・
ス
ウ

ェ
ー

デ
ン
、

韓
国
、
*
タ
イ
、
中

国
、
中
国

台
北
、

ド
イ

ツ
、

ニ

ュ
ー
ジ
ー

ラ

ン
ド
、

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
、

フ
ラ
ン
ス
、

メ
キ

シ

コ

海外留学フェア

昨年の留学経験者相談の様子

昨年のブース会場の様子




